

















で続いた従来型の伐採林 (CV)の 5種類のタイプをそれぞれ2箇所ずつ含んでいる。調査は 2種類の
方法で、行った。すなわち大型土壌動物群集を調査するためのハンドソーティング法とダニ、 トピムシ
などの土壌小型節足動物群集を調査するツルグ、レン法である。
















サ サ ラ ダ ニ 群 集
サ サ ラ ダ ニ の 個 体 数 は 森 林 タ イ プ 問
PRI 、 RIL95 、 cv の 各 タ イ プ の l サ イ ト の 同 定 が 終 了 し て い る 。
で 大 き な 差 が な い よ う で 、 あ っ た が 、 種 数 は cv で 多 く な っ た ( 図 2)0 DCA に お い て 各 サ イ ト の 群 集 構 造
を 座 標 づ け し た 結 果 、 PRI の 群 集 は そ の 他 と 離 れ て 位 置 づ け ら れ た 。
ト ピ ム シ 群 集
ト ビ ム シ の
(図 3 、 4) 。
PRI 、 RILOO 、 RIL95 、 70's ， C V の 各 タ イ プ の l サ イ ト の 同 定 が 終 了 し て い る
個 体 数 、 お よ び 種 数 は 森 林 タ イ プ 問 で 大 き な 差 が な い よ う で 、 あ っ た 。 DCA に お い て 各 サ イ ト の 群 集 構








大 型 土 壕 動 物 合 計
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図 1 、 各 サ イ ト の 大 型 土 壌 動 物 個 体 数
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図 5、 DCA に よ る 各 サ イ ト の ト ビ ム シ 群
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図 4 、 各 サ イ ト の ト ピ 、 ム シ 種 数
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考察と今後の予定
アリ、シロアリなどは、択伐の影響を反映する可能性があるが、今後、大面積のライ ントランセク
ト調査などを平行して行う必要がある。
その他の大型土壌動物は非常に個体数が少ないので、群集構造の違いを検出するほどのサンプルを
得るためにはかなりのエフオートが必要と思われる。
トピムシ、ササラダ‘ニ群集では、択伐の影響は分類群全体の個体数や種数には現れにくいが、種構
成には違いが見られた。従って、短期間での連続的な択抜は、トビムシ、ササラダニ群集の種構成の
維持に対しては持続的な方法でないと思われる。しかし種構成の違いに影響を与える指標種等を抽出
をするためには、調査サイトの数を増やすなどの必要がある。
今後土壌動物群集と植物群集の構造との関係について考察する予定である。
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